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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制等や当社が同意する要求事項を遵守する。

２ ．各種の省エネルギー活動等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄物の発生抑制に努める。

・建設部は、建設副産物のリサイクル率の向上に努めます。

・環境部は、受託廃棄物のリサイクル率100％の維持継続に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．環境に配慮した工事・中間処理に努めます。

６ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

代表取締役

－－－－－－

【ご 挨 拶】

  当社は平成９年の創業以来、適正且つ適性な廃棄物の処理と各種再生資源物の製造により、資源循環
型社会の形成を目指し、日々努めております。また、造成工事等を通じて社会インフラ整備の一翼を担
い、地域社会に貢献する企業としても邁進しております。
　近年、ますますクローズアップされ、対応が急務とされる地球温暖化等の環境問題は、全人類共通の
課題であり、私たち一人一人、一社一社が、例え小さくとも、確実で継続的な取組みを積み重ねること
が肝要だと考えております。
　創業して四半世紀を迎えるにあたり、看過することができない地球温暖化問題の解決に向け、エコア
クション２１を積極的に推進し、地球環境並びに地域社会の更なる発展に寄与する企業を目指して参り
ます。

制定日： 2021年11月10日

【環境経営方針】

　株式会社和歌山建材リサイクルセンター（以下、「当社」という。）は、事業活動を通じ
て、環境保全と社会貢献に資する企業です。地球温暖化問題に真摯に向き合い、地域の環境
活動に従業員一丸となって自主的・積極的な活動に励み、継続的な改善に取り組みます。

●リサイクルを通じて地球環境にやさしい社会の実現を目指します。

●お客様のニーズに応え、顧客満足度（CS）の向上を目指します。

●従業員全員が心満たされ、豊かさを感じられる職場づくりに努めます。

改定日：
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
株式会社和歌山建材リサイクルセンター
代表取締役　東　宗弘

（２） 所在地
本社・第１工場 和歌山県和歌山市西浜１６６０番地の３３１
第２工場 和歌山県和歌山市雑賀崎泊り新開２００７番１

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者　 専務 川端　拓 TEL：073-446-3196

担当者 事務局長 西岡　隆

（４） 事業内容
一般・産業廃棄物中間処理業、産業廃棄物収集運搬業、建設業（土木）、一般貨物自動車運送業、再生品販売

（５） 事業の規模
法人設立
資本金 百万円
売上高 百万円 （令和４年度）

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

受託した産業廃棄物の処理量 （令和４年度）
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

受託した一般廃棄物の処理量 （令和４年度）

ｔ うち再資源化量 ｔ

主要設備

台数 備考

主要重機

台数 備考

（６） 事業年度 年 4 月 1 日 ～ 年 3 月 31 日

□認証登録の対象組織、活動

登録組織名：
対象事業所：

対　象　外：

活　　　動：

第２工場本社 第１工場

446.5

車種 台数 備　　考

平成9年3月24日

181.57

100,630

2

台

台

基

基

4

1,180

3ｔダンプカー

18,749

基 第１工場、第２工場　各一基

2023年4月1日

中間処理量 121 121

中間処理量

合計
45

20

100,630

259.14
39 4

収集運搬量

887.21

篩い機

バックホウ

ショベル・ローダー

2022

2

株式会社和歌山建材リサイクルセンター
本社・第１工場

第２工場

一般・産業廃棄物中間処理業、産業廃棄物収集運搬業、建設業（土木）、
一般貨物自動車運送業、再生品販売

二次破砕機

名称

一次破砕機

2

4

1

10ｔダンプカー

4ｔダンプカー

汚泥処理機 第２工場（据付型、移動式　各一基）

名称

3

台

台

台

台

第１工場

第１工場：一基、第２工場：三基

基

2

なし

2023

13

2

22ｔダンプカー
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□事業・製品の紹介

□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

事務局長 西岡　隆

建設部長 丸石　一

環境部長 曽和　剛史

運輸部長 井馬　純

全従業員

環境管理
責任者

川端　拓専務

環境委員会

第１工場

2023年4月1日

徳田　和英

がれき類を再利用した再生砕石や再生砂

卓越した技術、充実の設備や機械を操り、安全で確かな施工を目指しております

第２工場

小高　潔

井馬　純

代表者

松尾　良介

代表取締役　東　宗弘

組　織　図

※必要に応じて環境部従業員が
  オブザーバーとして参加

環境部

曽和　剛史
運輸部 総務部

環境事務局

建設部

丸石　一

環境部・運輸部・建設部が当社事業の三本柱です
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・環境経営レポートの承認

代表取締役
（社長）

・環境経営レポートの確認

役割・責任・権限表

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営に関する統括責任

・環境経営目標、環境経営計画書を確認

環境事務局

・環境経営計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

・環境関連法規等の取りまとめ表の承認

役割・責任・権限

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・上記の策定がある場合は、試行・訓練を実施し記録を作成する

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

事業部長
（環境部・建設部
・運輸部・総務部）

全従業員
・環境経営方針の理解と環境保全・配慮への取組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境管理責任者を任命

環境委員会

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門における教育訓練を必要に応じて実施（環境事務局との共催でも可）

・自部門に関する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書が有れば、その作成と手順書の運用

・自部門に必要な想定される事故、緊急事態があれば、対応の手順書の作成

・環境管理責任者の補佐、エコアクション２１の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計、事業部長との連携による教育訓練

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付)

・緊急事態への対応手順書の策定及び試行・訓練の実施。又、その内容を
　記録する（環境経営レポートにより公開）
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□保有許可の内容

　　●一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　一般廃棄物処分業許可の内容

　　●産業廃棄物収集運搬業許可の内容

　　●産業廃棄物処分業許可の内容

※廃棄物の種類

　　●一般建設業許可の内容

　　●特定建設業許可の内容

　　●一般貨物自動車運送業許可の内容

中間処分
破砕 ⑥・⑧・⑨・⑪・⑭・⑯

発酵液化 ⑯

　①燃え殻　②汚泥　③廃油　④廃酸　⑤廃アルカリ　⑥廃プラスチック類　⑦ゴムくず
  ⑧金属くず　⑨ガラス・コンクリートくず及び陶磁器くず　⑩鉱さい　⑪がれき類
　⑫ばいじん  ⑬紙くず　⑭木くず　⑮繊維くず　⑯動植物性残さ　⑰動物系固形不要物
　⑱動物のふん尿  ⑲動物の死体　⑳上記の産廃を処分するために処理したもの

許可番号 許可の期間

廃棄物の種類（※）

平成19年11月13日 近畿自貨第720号

許可を受けた建設業
令和2年10月1日～令和7年9月30日 解体

廃棄物の種類（※）

平成30年11月11日

許可年月日 許可有効年月日

土木 とび・土工

②（無機性に限る）
和歌山県 第03020049526号

許可区域 許可番号
積替
保管

発酵液化

許可を受けた建設業

和歌山県知事　特－５ 第15163号

⑯

和歌山県知事　般－２　第15163号

鋼構造物
舗装 しゅん渫

許可年月日 許可有効年月日 事業の区分
廃棄物の種類（※）

②・③・⑥・⑦・⑧・⑨・⑪・⑬・⑭・⑮

（石綿含有産業廃棄物を含む・水銀使用製品
産業廃棄物、水銀含有ばいじん等を除く)

許可区域 許可番号

令和5年4月14日 令和12年4月13日

（石綿含有産業廃棄物を除く・水銀使用製
品産業廃棄物、水銀含有ばいじん等を除く)

許可年月日 許可有効年月日 廃棄物の種類

無 ②・⑥・⑦・⑧・⑨・⑪・⑬・⑭・⑮・⑯

許可番号 許可の期間

中間処分

和歌山市
【優良認定】

第07220049526号

大阪府

事業の区分

和歌山県

塗装 水道

無

破砕 ⑥・⑦・⑧・⑨・⑪・⑬・⑭・⑮

令和4年6月4日

石

造粒固化

許可番号

令和5年6月17日～令和10年6月16日

許可年月日 許可番号
近畿運輸支局長

許可区域

許可区域 許可番号

②（無機性に限る）

許可年月日 許可有効年月日

和歌山市

第02700049526号

第082010002号 令和6年6月3日

令和4年12月6日 令和9年12月5日 造粒固化

許可

令和5年11月10日

令和6年9月30日第0820-0002号 令和4年10月1日 一般廃棄物処分業に伴う一般廃棄物

第03000049526号 令和2年5月9日 令和7年5月8日

和歌山市
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□廃棄物処理フロー

※移動式は180㎥／日

再生品・販売
【木くずチップ】

●産業廃棄物収集運搬業

（※現在のところ二次
委託処理は無し）

排出事業者が
委託した処理施設

再生品・販売
【ユニソイル】

契
約

第
１
工
場

中間処分

検品
計量

（他社処分）

（他社処分）

破砕
【4.66t／日】

造粒固化
【170㎥／日】

受
入

各種再生品・販売

発酵液化
【1.5t／日】

（自社）

再生品・販売
【バイオ】

二次委託処分

各種再生品・販売

【再生砕石】

二次委託処分

収集運搬

【資源循環】がれき類から再生砕石を製造し、路盤材等として使用されます

（※現在のところ二次
委託処理は無し）

分
級

分
級

二次破砕

●産業廃棄物中間処理業

（自社処分）

契
約

一次破砕
【480t／日】

産業廃棄物

第
２
工
場
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

受託収集運搬量 トン
受託中間処理量 トン

トン
トン
㎥

※負荷の実績は西田井現場事務所分を含む

□環境経営目標及びその実績

〇

〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

0%

2020年

101,477

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

100%100%

上記二酸化炭素排出量合計

18,749

0.083

2,006

100% ○

2,027
1,375,192

1,080,394 1,291,0841,331,014

（実績）

0.087
98%

96%

自動車・重機燃料による
二酸化炭素削減

環境に配慮した工事

基準年度比 － 96.00%

○ 100%100%

1,147

一般廃棄物の削減

水道水の削減

% 100% 100%

受託廃棄物のリサイクル率
100％維持

1,1041,200 1,152

kg

100%100%%

1,128

kg-CO2/kWh

kg-CO2/kWh

2024年

（目標）

62%

0.085

1,403,842
81%基準年度比

110,387
6,886

※二酸化炭素排出係数(※）【関西電力】

104,135
10,579

※二酸化炭素排出係数(事務所・工場）【中央電力】

基準年度比

（目標）

96%

（基準値)

1.31

98,433

97%

93,191 97,418

1,304,394

原単位 kg-CO2/千円

1,432,491kg-CO2

基準年度比

1,389,517
1,306

97%
1,173,585

2,090

－ 97%

94%

㎥

10,298

自社建設部建設副産物の
再資源化率の維持

2022年

92%
0.079 0.084

99,448

96%

95.54%

－

行動目標（次項による）

97%

98%

92%

2,027

1,277,774kg-CO2

二酸化炭素総排出量 1,460,911

1.48

0.388

0.3180.318

＜2019年度・調整後排出係数を適用＞

＜2019年度・調整後排出係数を適用＞

　産業廃棄物排出量 4,974
2.09

7,324

kg-CO2電力による二酸化炭素削減

0.388

総使用水量 1,200 1,068

　一般廃棄物排出量
自社の廃棄物排出量

1,147

（目標）

評
価

2023年

100,630

項　目

1,173,851

2022年度2021年度

1,527,857

2020年度(基準年)
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□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2022年

自動車・重機燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2022年

取組紹介欄

2020年

2022年

16,546

○

8月

達成状況

8月 2月
28,70049,254

3月

2,395

7月 1月11月

2,374

9月
45,114

2,261

12月

2,263

6月

48,532

2,259

12月

18,876

取り組み計画

19,600
22,218 19,999

○
△

・不要照明の消灯

10月

・効率的なライン操業の推進

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

11月6月
2,2503,130 2,3382,467

〇

20,930 23,647

9月

原単位目標

2,886

23,540
20,763

2月 3月

達成状況

20,908 18,228

32,946

3,2093,037

38,184

6月

2,250 1,673

5月

2,444

32,301

2,511

繁忙期を含む最終４カ月を連続で目標達成できた点、目標未
達月が3カ月であったのは大きく評価できます。トータルで
８％の削減も評価できます。是非とも来期は２桁台の削減達
成を目指し、取り組んで頂きたいと思います。

19,449

3月

21,080
19,045
22,979

19,85622,102 23,439

・効率的な収集運搬・配送（自動車）

4月 5月

・エコドライブ（自動車）
・アイドリングストップ（自動車、重機）

33,980

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・省燃費運転（重機） ○

1,990

29,537

4月

9月 10月
2,877

達成状況

34,414 33,954
28,131

2,1872,494 2,561
2,896 2,735

33,791
41,192 29,025

22,658

○

○

7月

・設備の適切な維持管理

21,462

4月

19,807

数値目標

取組結果とその評価

12月11月

19,238

2月

22,979

1月

25,005

2,502
1月

10月
40,813

○

33,363 29,323
41,913

数値目標 ○
取組結果とその評価、次年度の取組内容

25,257

5月

21,784

56,436 32,195

7月

単月での目標未達が４カ月ありましたが、多くの月で目標を達成できた点
は評価できます。年間では約20％の削減に資することができています。
運輸部にあっては、燃費の向上が見受けられます。向上ができた月とでき
なかった月にばらつきが見受けられるので、平均化されるよう心掛けるこ
とで、更なる向上につながるのではないでしょうか。

57,350

○

8月

0 
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30,000 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

電力（kWh） 2020年 2022年 
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4,000 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

ガソリン（L) 2020年 2022年 

0 

20,000 

40,000 

60,000 

80,000 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

軽油（L) 2020年 

節電で二酸化炭素を削減！ 

二酸化炭素を削減して 

地球温暖化を防止しよう！ 

エコドライブは環境を守り、 

安全運転につながります！ 
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2022年

自社建設部建設副産物の再資源化率の維持

水道水の削減

2020年

2022年

環境に配慮した工事

88

7月
256

10599 99

○

達成状況

○

・設備機器のメンテナンス強化（チェックリストの活用）

（外部コミュニケーションの充実）

90
109

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

12月8月

○

176
2月

133125 100

取組結果とその評価、次年度の取組内容

9月
204

目標未達月が1カ月のみ、且つ、４０％の削減は大きく評価できる
点です。MIXペーペーリサイクルによる実績が520ｋｇなので、リサ
イクル化の意識だけでなく、リデュースの意識の萌芽を伺えます。

3月10月
303

5月

・MIX古紙のリサイクル化の導入
○

数値目標

・シュレッダー廃紙のリサイクル化

245
106 101

4月
100
13495

1月
97 201

11月

・分別の徹底

114

3月

達成状況

○

126

101 101 96 96

109
7月 11月

○

数値目標 ○ 周辺環境の向上の為に散水は欠かせない作業ですので、一概
に使用量が未達成＝環境負荷の影響が高いとは言えません
が、未達成月が多い点は改善が必要に思えます。年間を通じ
て４％削減できている点は評価できます。

○

111113 91

124 124
6月

・再資源化先の開拓

○

0

・地下水の更なる有効利用

・顧客、ステークホルダーからのクレーム削減

・環境、騒音、大気（粉じん）への配慮（基準値の順守） ○

96

年間を通じてクレーム等の発生はありませんでした。環境部
においては、許可更新に際して、和歌山県・市が行った現地
調査の結果も問題ありませんでした。来期も引き続き、この
状況の維持を望みます。

95

97

80

97

2月10月
96

105 86 86 97

4月 9月8月

97

80
1月

122

95

・節水励行の掲示

△

達成状況

数値目標 ○
・分別の徹底

5月 12月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果とその評価、次年度の取組内容
今期も100％の再資源化率の達成という結果で大いに評価いた
します。今後も、がれき類の完全再資源化と再生砕石の自社
利用によって、資源循環に寄与できる体制の維持に努めてほ
しいと思います。0

103

6月

○

0 

50 

100 

150 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

水道水（㎥） 2020年 2022年 

0 

100 

200 

300 

400 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

一般廃棄物（kg） 2020年 2022年 
３Ｒの積極推進でゴミ削減を！ 

大切な水資源を守りましょう！ 
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

重機等の運転（有資格者）
一般貨物自動車運送業
自動車の運行
自動車の運転
自動車の保有（廃車時のリサイクル）

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 津波の発生
■実施日：

■参加者： ■実施内容：

■評価： □ あり ☑ なし

■実施日：
■参加者： ■実施内容：

■評価： □ あり ☑ なし

オフロード法 重機の運転

【2023.2.3確認実施】

家電リサイクル法

破砕機・篩い機・ベルトコンベアー

SDGs、カーボンニュートラル（※他社からの要求事項は現在のところなし）当社が同意する要求事項
業務用空調機・使用重機のエアコン（点検）フロン排出抑制法
危険物の保管

手順書の変更の必要性

■実施場所：本社応接室・設定避難先への避難ルート

破砕機・篩い機・ベルトコンベアー

適用される法規制

パソコン廃棄時のリサイクル

自動車リサイクル法

川端専務・小髙・吉田・松尾・大岡・
井上・西岡

2022年12月 7日（水）

振動規制法

トラック（排ガス基準）

消防法（危険物）

　消防署等各所への連絡を小高
工場長、怪我人（山﨑）の救護
を黒川、西岡が行った。初期消
火は難しいと判断し、小高工場
長が残る従業員を避難誘導した
ところで、訓練としては終了。
その後、手順に従った行動がで
きたかを全員で検証。
手順の有用性を確認し、今回は
改訂の必要性がないと判断し
て、一連の訓練を終了しまし
た。

当社・既存の緊急連絡
マニュアル

訓練を終えて、手順通りに運用が
できたかを参加者で確認、検討を実施

建設リサイクル法

自動車NOx・PM法

破砕機・篩い機・ベルトコンベアー操業時の設備構造基準

特定家庭用機器（テレビ等）の廃棄時のリサイクル

廃棄物処理法

道路運送車両法
道路交通法

貨物自動車運送事業法

造成工事、建設副産物

労働安全衛生法
和歌山県公害防止条例

騒音規制法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
一廃・産廃／収集運搬業、中間処理業、自社排出廃棄物の適正処理

・図上防災訓練　・避難訓練

資源有効利用促進法

■実施場所：第１工場

図上防災訓練では昨年同様にハザードマップを用いて、津波の到達状
況、浸水エリアの危険な範囲を参加者で把握。又、避難訓練では各自が
指定された避難場所へ徒歩にて避難。今回も想定した避難時間よりも早
く避難地へ到達できることが確認できた。今回も図上防災訓練を含めて
意義ある訓練となり、マニュアルの有効性を確認する機会となった。

2022年8月9日（火）

手順書の変更の必要性
　ＥＡ２１の審査を受けて制定した、緊急事態の手順書に従って訓練を実施
しました。
まずは手順書で確認すべき項目として挙げた、緊急停止ボタンと消火器の設
置場所、作動状況や使用期限を参加者で確認。いずれも瑕疵はなく、ポイン
トとして抑えるべき点は問題ないことを確認しました。
　その後、手順に従い火災発生、怪我人がいることを想定した訓練を開始。

曽和部長・小髙工場長・山﨑・岩川・
吉田・黒川・西岡 ・緊急連絡シュミレーション　・救護、避難訓練
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介（一例）

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～【編集後記】～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

2023年5月12日

◆年間を通して各種の取組みを実践し、実績を把握した初めての年度でした。ＥＡ２１のキックオフの時と
同じ情熱、心構えを維持できた点をまずは評価したいと思います。取組み開始や認証取得の直後だけ一生懸
命になるのではなく、環境配慮への意識づけが浸透してきている結果ではないでしょうか。今後もＥＡ２１
の活動に関して弛むことなく継続して下さい。

◆ＥＡ２１の認証取得を以て、予てより進めていた「優良産廃処理業者認定」を申請し、認定を受けられた
ことは許可業者として、当社の事業活動の遵法性や企業としての透明性を認められた証だと思います。
ＥＡ２１の活動共に認定が維持されるよう取り組んで下さい。

◆当社の事業活動を進めるにあたり、環境負荷の大きな要因となる、各種の燃料及び使用電力に関して、基
準年比、目標比共に下回ることができたことは評価できる点と判断しています。燃料費、電力費共に高騰が
続いた中で、削減を達成できたことは環境負荷の低減のみならず経費削減の観点からも評価できます。
ＥＡ２１の目指す「環境と経営の両立」のあるべき姿ですので、継続できるよう望みます。

◆一般廃棄物の削減は好調の様子で、リサイクルのみならず、リデュースの意識が感じられる数値動向に感
じられます。焼却量の現象は様々な面において、環境負荷の低減につながります。好調を維持できるよう取
組みを続けて下さい。
水の使用に関しては、やや苦戦している様子が伺えますが、粉じん対策には必要不可欠な行為によるもので
すので、削減を重視し粉じん対策が疎かにならないよう配慮して下さい。

◆受託産廃のリサイクル率、自社建設部発生産廃のリサイクル率の目標は順当にクリアできております。当
社の事業活動で環境負荷の低減に大きく寄与、貢献できる目標ですので、維持・継続をお願いします。

◆この一年間の実績だけで一喜一憂するのではなく、数年単位で推移を把握、分析する必要があります。
従って、環境経営方針、環境経営目標・計画、実施体制は策定時のものを採用し、2023年度も変更はしない
ものとします。

　本年10月にオーストラリアで開催される世界最高峰の
ソーラーカーレース『Bridges、tone World Solar
Challenge』にチャレンジする地元・和歌山大学の学生有
志が行うプロジェクトに協賛いたしました。
活動で得られた技術やデータは、ソーラー事業を手掛ける
企業へもフィードバックし、今後、更に普及が期待される
ソーラーカーの技術躍進に寄与していく予定だそうです。
　脱炭素社会の実現には化石燃料からの脱却が不可欠で
す。若い力で進められる本プロジェクトへの援助を通し
て、SDGｓに結びつけられればと考えております。
　その他、紀ノ川の清掃活動等へも継続して参加。スケー
ルの細大を問わず、環境活動に取り組んでおります。
 
 

　早いもので前回レポートの作成から一年が経過しました。レポートをまとめる作業は、構築したＥＭＳや取組
みの有効性を改めて見直す良い機会となっております。月々のデータだけではなく、通年で検証してみると、ま
た違った分析ができるものです。
　幸いにしてこの一年間は各種の取組み実績で好結果を残せたと思いますが、代表者の評価と見直しにもあるよ
うに、今年のデータだけで一喜一憂することなく、ＰＤＣＡサイクルを活用して、より一層の高みに到達できる
よう努める所存です。
　当社のステークホルダーの皆さまのご理解、ご協力あってこそのＥＡ２１だと考えております。
引き続きまして、特段のご高配を賜りたく、宜しくお願い申し上げます。【事務局／西岡】

和歌山大学ソーラーカー・プロジェクトへの協賛 
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